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１,趣旨

隠岐の島町では、令和２年度に第２次隠岐の島町総合振興計画（以下、「総合振興計画」

という。）を策定しました。総合振興計画を計画的・効果的に推進していくために、具体的

な事務事業とその年次計画を定めた総合振興計画事業実施計画（以下、「事業実施計画」と

いう。）を策定し、取組を進めているところです。

事業実施計画は、企画・実施・評価・改善の PDCA サイクルを通じた事務事業評価を毎年

度実施し、事務事業の改善を実施した上で策定しています。しかし、事務事業評価は担当部

署が実施するため、評価の透明性や客観性に欠け、甘い評価になることが懸念されます。

そこで、外部からの意見を事務事業評価に取り入れ、かつ、協働による総合振興計画の推

進を図るため、令和３年度より事務事業外部評価（以下、「外部評価」という。）を実施して

います。

２,評価手法

（１）評価者

外部評価は、公共的団体等の職員や学識経験を有する町民の方などを委員とする隠

岐の島町総合振興計画審議会（以下、「審議会」という。）が実施します。

（２）外部評価対象事業の選定

外部評価の対象となる事業は、前年度に実施した事業から審議会が選定します。な

お、一度外部評価を実施した事業は令和７年度まで評価対象外とします。

（３）評価方法・内容

外部評価は、事後評価方式で実施します。担当部署が評価シートを作成し、評価シ

ートの内容を基に委員による個別評価を実施した後に、審議会においてその評価内容

をまとめます。なお、評価内容は事業の方向性と事業への意見・提言で構成し、事業

の方向性については「拡大、現状維持、手法・内容の見直し、縮小、統合、廃止、完

了」の区分で評価を実施します。

評価結果については、事業実施計画の見直しの検討など、その活用を図っていきま

す。



2

３,評価日程

４，評価結果

令和７年度の外部評価は「２,評価手法」に基づき、令和６年度の事業実施計画のうち 16

事業を外部評価対象事業として審議会が選定し、外部評価を実施しました。

外部評価結果のうち、事業の方向性については次のとおり評価がなされました。各事業の

評価結果の詳細については次頁以降のとおりです。

日付 内容

令和７年５月 19日
第１回総合振興計画審議会の開催

・外部評価対象事業の選定

令和７年６月 各部署で評価シートの作成

令和７年７月 各部署が作成した評価シートを基に審議会委員が個別評価

令和７年８月 25日
第２回総合振興計画審議会の開催

・外部評価結果のとりまとめ

評価区分 事業数

拡大 0

現状維持 11

手法・内容の見直し 5

縮小 0

統合 0

完了 0

廃止 0

合計 16



令和７年度　事務事業外部評価結果

事　　業　　名 はたちの集い事業 担　　当　　課
基　本　目　標 ひとが輝くまち 総務課
基　本　施　策 2.将来を担う子どもたちが育つ魅力ある教育環境づくりを進めます 行政係

① はたちの集いへの出席率 75% 70.8%
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

事　　業　　名 特別支援教育事業 担　　当　　課
基　本　目　標 ひとが輝くまち 総務学校教育課
基　本　施　策 2.将来を担う子どもたちが育つ魅力ある教育環境づくりを進めます 学校教育係

① 特別な支援のための支援員の充足率 100% 90%
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

本町の将来を担う若者を祝福するとともに、大人
としての責任の自覚を促し、社会を担う若者とし
ての意識の高揚を図る。

毎年8月15日に以下のとおり式典を開催する。
（対象者）開催年の4月1日現在で20歳に達している方の内、町内在住、町内の中学校卒業
の方など
（式　典）町長による式辞、対象者の代表による謝辞、中学校卒業当時の3年生の担任教諭
からの祝辞、地元団体による地域の伝統文化に関するアトラクション披露
（その他）式典前の時間を利用した、求人情報や定住情報の紹介、町との関係性構築のため
の各種ツールのPR、後日、式典後に撮影した記念写真を出席者に送付

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

児童生徒の特性を理解し、一人一人の教育的ニー
ズに合わせた支援を行うことで、生活や学習上の
困難を改善または克服することを目的とする。

教育・保健・福祉の関係部局・関係機関と連携した相談体制を整備し、障がいのある子ども
とその保護者に対し、乳幼児期から中学校卒業まで一貫した支援を行う。
○特別な支援のための支援員配置（小・中学校11名）
○特別支援教育コーディネーター配置（1名）　○特別支援教育専門員（1名）
○隠岐の島町相談支援チーム活動事業
○隠岐教育支援委員会活動事業
○その他特別支援教育事業

手法・内容の見直し

　島内外の若者が故郷とのつながりを感じられる大切な事業の一つです。
　コロナ禍を経て出席率は回復傾向にあります。式典の内容は対象者のニーズにあっている
でしょうか。参加を基本とした島内外へのフォロー、運営主体は行政ですが、企画するうえ
で対象者の意見を取り入れる場を設けることも必要と考えます。
　出身校が違う中でも交流関係が構築できる機会となり、若者が入り込みやすいSNS等のコ
ミュニケーションツールを活用し、事後フォローとして島の情報発信を行う事で故郷とのつ
ながりを途絶えさせない取組を期待します。

現状維持

　支援を必要としている児童生徒が多様化しているなか、専門スタッフの早期の気付き、児
童生徒への寄り添い等適切な支援が行われていると思います。しかしながら、年々相談件数
は増加しており、専門スタッフの人材不足が深刻化している現状です。
　先を見据え適切な支援教育体制維持のため、各関係機関と連携し、支援システムの拡充が
必要です。例えば、データでの効果を確認しながら支援を実施し、どのような支援が効果的
であったか記録・分析を行うようなシステムが求められます。

 3



令和７年度　事務事業外部評価結果

事　　業　　名 小学校一般管理運営事業・中学校一般管理運営事業 担　　当　　課
基　本　目　標 ひとが輝くまち 総務学校教育課
基　本　施　策 2.将来を担う子どもたちが育つ魅力ある教育環境づくりを進めます 総務係

① ふるさと教育の授業時数（KPI) 各学級35時間以上/年 各学級35時間以上/年

② 学校での地域人材活用数（KPI） 2,600人/年 2,192人/年
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

事　　業　　名 教育振興事業（小学校）・教育振興事業（中学校） 担　　当　　課
基　本　目　標 ひとが輝くまち 総務学校教育課
基　本　施　策 2.将来を担う子どもたちが育つ魅力ある教育環境づくりを進めます 学校教育係

① 教育用パソコン・タブレット１台あたりの児童・生徒数（KPI） 1人/台 1人/台
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

町立小学校7校、中学校4校の健全な運営に必要な
施設・機器等の維持管理やスクールバスの整備を
行い、児童生徒の安全安心で快適な教育環境を確
保する。

①公用車更新　　　②スクールバス更新
③災害防除　　　　④下水道接続
⑤机椅子整備　　　⑥グラウンド整備
⑦学校施設の修繕　⑧スクールトレーナー事業

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

○いじめ等生徒指導上の諸課題の早期発見や早期対応及
び未然防止を図るとともに、学校生活への満足度を高め
る教育を推進する。
○ICT機器を有効活用した、個別最適な学びを実現し、児
童生徒がより主体的に考え学習に参加できる教育を推進
する。
○入学準備品を支給し、保護者負担の軽減を図る。

○アンケートを実施し、個人の状態、学級集団の状態、学級集団と個人との関係を把握
し、いじめ被害を受けている可能性の高い児童生徒を見出すことや学級集団の状態を推
測した上で、学校全体が共通指標をもって組織的に把握・分析し、対策的実践、実践の
評価を行う。
○校務用パソコンを計画的に更新する。
○授業・学習支援ツールを整備する。
○入学準備品を支給する。（小学新1年生：体操服、中学新1年生：体操服、上靴）

現状維持

　各学校における施設整備は、適切な教育環境維持のために重要な事業です。
　空調整備は順調に進んでいますが、運動のみならず災害時にも必要不可欠な場所となるグ
ラウンドを含めた各施設の抜本的な対策が必要です。スクールバスについても、利用頻度が
高まっているため、定期的なメンテナンス及び更新を積極的に行っていただきたいです。
　引き続き、施設の適正な維持管理により、快適かつ安全な教育環境の確保に努めてくださ
い。

現状維持

　入学準備品の支給については、保護者の負担軽減につながっており評価できますが、別の
方法・考え方として、例えば、給食費の無償化、教育に関することに充てる等費用の使途が
考えられます。
　ICT活用の推進に関しては、子どもたちの学習内容等への興味関心を高めるためにも必要で
すが、自ら考えること、書くこと等の基礎力も大切にされるべきと考えます。
　長期的な継続が求められる事業です。新たな指標の設定も必要ではないでしょうか。
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令和７年度　事務事業外部評価結果

事　　業　　名 学校給食センター管理運営事業 担　　当　　課
基　本　目　標 ひとが輝くまち 総務学校教育課
基　本　施　策 2.将来を担う子どもたちが育つ魅力ある教育環境づくりを進めます 給食センター

① ふるさと給食の実施（KPI） 2回/月 1回/月
② 学校給食における地産地消率（KPI） 20％（米以外） 15.5%
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

事　　業　　名 保健体育活動推進事業 担　　当　　課
基　本　目　標 ひとが輝くまち 社会教育課
基　本　施　策 3.互いに認め合い、誰もが生きがいをもって活躍できるまちをつくります 社会教育係

① スポーツ大会参加者数（KPI) 2,000人/年 1,004人/年
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

　安定した学校給食の提供を行うため、衛生面を
最大限に考慮した施設の管理運営を目指します。
　また、子どもたちに安心安全な給食を提供する
ため、施設環境整備及食の安全確保に努める。

　厨房機器等の計画的な更新を行うとともに、その他の設備等については現
況を確認し、適宜更新していく。

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

社会体育活動の推進、活性化を図るため、スポー
ツに親しみ健康づくりに取り組む機会を創出し、
町民の健康増進を図る。

社会体育活動に必要な補助金交付等の支援を行う。

現状維持

　学校給食は、児童生徒の楽しみのひとつであり、安心安全な提供が求められています。
　施設老朽化に伴う、設備更新が必要な時期となっています。人材確保・育成対策も行いつ
つ、機器を更新することにより衛生面、作業効率の向上も期待できるため、効率的で持続可
能な運営手法を図ってください。
　また、児童生徒にとって満足度の高い給食を提供していくために、地産地消、メニューに
関して外部からの意見を取り入れるなど工夫を凝らした取組も必要と考えます。

手法・内容の見直し

　コロナ禍で大幅に参加者が減少し、原状回復に苦慮している実情があり、高齢者が参加で
きるスポーツも限られています。健康寿命の促進も踏まえたうえで参加者を増やしていくた
めに、老若男女が気軽に参加しやすく親しみやすいスポーツの導入が必要ではないでしょう
か。他団体と企画運営を行うなど連携を図り事業を進めていくことも重要と考えます。
　大会等の特別な機会に限らず、町民が日常的に健康を意識できるような取組を期待しま
す。
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令和７年度　事務事業外部評価結果

事　　業　　名 隠岐郷土館・五箇創生館管理運営事業 担　　当　　課
基　本　目　標 ひとが輝くまち 五箇支所
基　本　施　策 4.かけがえのない文化芸術を未来へつなぎます 地域振興係

① ⽂化関連展示施設の入込客数（KPI） 10,000人/年 5,728人/年
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

事　　業　　名 健康診査等事業 担　　当　　課
基　本　目　標 安心して暮らせるまち 町民課
基　本　施　策 1.安心を支える医療体制を確保します 国保年金係

① 後期高齢者健康診査受診率（KPI）        28% 25.6%
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

　豊かな自然や、先人たちから受け継いできた伝
承文化を保存展示し、歴史及び文化を介して、人
と自然・人と人との交流の推進を図るとともに、
文化及び観光の振興に資することを目的とする。

　施設を改修することにより、入館者にとって快適な施設環境を整える。ま
た、展示内容を更新することにより、施設としての魅力を向上させる。

【展示物更新事業】
　シアタールーム放映機器更新業務、映像コンテンツ更新業務
　展示ルーム更新リニューアル工事

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

  生活習慣病の発症や重症化の予防のための健康
診査、口腔機能低下や誤嚥性肺炎等の疾病を予防
するための歯科口腔健診を行うことにより、医療
費の増加の抑制と町民の健康増進を図る。                             

　後期高齢者の方を対象に健康診査及び歯科口腔健診（75～84歳対象）を実
施している。
　健康診査においては、対象者の利便性を高めるため、健診車が各地区を巡
回する集団健診と、町内医療機関で受診する個別健診を実施している。集団
健診では、島根大学医学部の協力を得て、塩分測定や歩行測定などを同時に
受診することができ、より魅力のある健診を行っている。

手法・内容の見直し

　観光客誘致のため、観光施設の改修、修繕は不可欠です。本施設は老朽化が進み、リ
ニューアル計画が進んでいますが、現状どれほど町民に対して周知がされているか疑問で
す。入館者・来館者数が減少する中、運営手法の見直し、外部からの意見も取り入れること
が必要です。
　また、島の文化を伝承するうえで重要な施設であり、観光客の受け入れだけでなく、地元
のイベント、教育現場で活用し、町民が島外の人に対して誇れる施設となることを望みま
す。

現状維持

　歯科口腔健診の受診率向上に向けた高齢者対象の健診は実施されていますが、近年の歯科
医院不足も大きな問題であり、気軽に口腔健診を受けられる環境整備が求められます。口腔
衛生の意識は日常の習慣によるものであり、成人期からの対策がより重要です。現状では受
診率が非常に低く、勧奨にも強制力がないため、意識の低さが課題となっています。
　口腔機能の維持は、様々な病気の予防や医療費削減につながるため、更なる啓蒙活動、受
診勧奨の強化等の健康意識を高める仕組みづくりを期待します。
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令和７年度　事務事業外部評価結果

事　　業　　名 社会福祉事業 担　　当　　課
基　本　目　標 安心して暮らせるまち 保健福祉課
基　本　施　策 3.互いを支え合う福祉環境の充実を図ります 地域福祉係

① 処遇改善を達成した福祉職場の率（KPI) 100% 92.3%
② 民生児童委員の定数に対する充足率 100% 92.5%
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

事　　業　　名 災害に強く安全安心な道路整備事業 担　　当　　課
基　本　目　標 安心して暮らせるまち 建設課
基　本　施　策 4.日常生活の安全を確保します 土木係

① 災害危険個所の整備率（KPI） 63% 31.60%
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

民生児童委員協議会の安定した運営により、「地
域共生社会」の実現を目標に、活発な地域福祉活
動を推進する。
社会福祉団体、福祉施設の運営を支援し、地域で
必要とされるサービスが提供できる環境を整備す
る。

○民生児童委員協議会補助金
　国から委嘱された民生委員・児童委員の地域での運営支援及び活動経費補助等により、活
発な委員活動を推進する。
○隠岐の島町社会福祉協議会補助金
　社会福祉協議会へ補助金を交付し、社会福祉の一層の推進を図る。
○福祉施設職員就労支援助成金
　常勤の福祉施設職員として新たに町内の民間福祉施設に就職する新規卒業者、UIターン者
に対して就労支援助成金を支給し、福祉職場の人材確保を進める。　

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

令
和
5
年
度
実
績
値

　地震や頻発する風水害・土砂災害に対する防災
対策をし、道路利用者にとって、安全安心な道づ
くりを目指す。

災害防除事業
・測量設計業務、用地及び補償費
・法面対策工事〔野田線(犬来)L=1450m、吉田名田線L=50m、布施港湾線L=40ｍ、西郷125号線
(中町)L=110ｍ、中村漁港線L=200m〕
・冠水対策工事〔釜屋森線(森里)L=30m、都万3号線(釜屋)L=30ｍ、飯田犬来線(犬来)L=30
ｍ、油井4号線(油井)L=40m〕
・排水路対策工事〔山田36号線L=22m〕
・電線地中化工事〔大社分院通り(西郷128号線)ほか3路線 L=303mm〕

現状維持

　高齢化が進む本町において、最も重要性が高い事業です。
　慢性的な人材不足により業務の縮小やサービスの質の低下を招き、利用できる部屋はある
が利用できない事態が生じています。人の力でないと対応が困難な部分が多く苦慮している
のが現状です。外国人労働者の雇用も増加傾向にあるため、今後も多様な就労支援が必要で
あると考えます。
　関係機関との連携をさらに強固にし、サービスの維持・向上への支援、人材不足解消に向
けた取組を期待します。

現状維持

　道路整備は、町民の命に関わる重要な事業です。
　多くの課題があることは理解できますが、町民の生活に支障をきたさないように復旧工事
を早期に行っていただきたいと思います。電線地中化については、費用対効果を把握し、慎
重に計画の実行を図ってください。
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令和７年度　事務事業外部評価結果

事　　業　　名 下水道接続促進事業 担　　当　　課
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち 上下水道課
基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます 業務係

① 下水道普及率（KPI） 95.0% 79.8%
② 西郷処理区下水道普及率 92.0% 75.3%
③ 五箇処理区下水道普及率 100% 69.9%
④ 中村処理区下水道普及率 84.00% 12.7%
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

事　　業　　名 道路構造物維持管理推進事業 担　　当　　課
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち 建設課
基　本　施　策 3.島内をスムーズに移動できる交通環境を整えます 土木係

① 長寿命化計画に基づく橋梁の維持補修件数（KPI） 22橋 16橋
② 長寿命化計画に基づくトンネルの維持補修件数（KPI） 6本 6本
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

各処理区において生活雑排水が未処理のまま排出
され、水質汚濁の進行が危惧される状況であるこ
とや住民の生活環境の改善を行うことを目的と
し、下水道接続の促進を図るための補助を行う。

供用後3年以内の接続により、接続工事費補助金として、30万円の補助を行
う。

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

　町道における橋梁及びトンネルについて点検を
行い、修繕が必要とされる施設について、計画的
に修繕を実施し、施設の長寿命化とコスト縮減を
図る。

橋梁点検、トンネル点検事業　・橋梁、トンネル点検診断業務（5年毎に実
施）
橋梁架替事業　・西郷145号線愛の橋架替事業（橋梁延長L=47.0m）
橋梁長寿命化事業　・修繕設計業務、修繕工事
トンネル長寿命化事業　・修繕設計業務、修繕工事

現状維持

　生活環境の保全のためにも重要な事業です。下水道接続の普及が進まない背景には、経済
的負担だけでなく様々な理由があり、それらの要因を把握し、環境問題との関連も含めて啓
発活動を行う等、接続率の向上に向けた取組が必要です。
　接続工事にかかる補助支援は、下水道接続促進の一助となっています。さらに効果的な促
進策、町民へ改めて地区の集会所で説明会を開催する等情報提供の機会を検討してくださ
い。

現状維持

　道路や橋、トンネル等の構造物は、生活に欠かせないインフラです。老朽化の進行によ
り、点検や修繕を怠ると事故の発生や生活へ影響が生じるおそれがあります。町民の安全確
保のため、ドローンを使った点検システム等の効率的な管理体制を検討すべきと考えます。
　インフラの整備は島民だけでなく、島外からのビジネスや観光にも影響する重要なライフ
ラインです。優先順位を付け、町民の安全につながる継続的な事業推進を図ってください。
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令和７年度　事務事業外部評価結果

事　　業　　名 林道橋梁長寿命化対策事業 担　　当　　課
基　本　目　標 活力を生み出すまち 建設課
基　本　施　策 1.既存産業の活性化と承継を進めます 土木係

① 原木製材品の島外出荷量（KPI) 20,000㎥/年 15,813㎥/年
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

事　　業　　名 観光施設管理運営事業 担　　当　　課
基　本　目　標 活力を生み出すまち 商工観光課
基　本　施　策 4.ひとを惹きつける観光地づくりを進めます 観光振興係

① 隠岐推定入島客数(隠岐ジオパーク推進機構調べ)(KPI) 160,000人/年 116,127人/年
② 隠岐の島町延宿泊数(島根県観光動態調査)(KPI) 81,700泊/年 81,817泊/年
③ 隠岐の島町外国人延宿泊数(島根県観光動態調査)(KPI) 450人泊/年 425人泊/年
④ 隠岐観光消費額(隠岐ジオパーク推進機構調べ)(KPI) 3,465百万円/年 3,296百万円/年
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

　町内の林道施設内橋梁は約60橋あり、全体的な
老朽化が進んでいるところである。今後の対策と
して橋梁施設の点検や補修を行っていく必要があ
り、林道施設の長寿命化を図りつつ、更新コスト
の平準化及び縮減を目指すことを目的とする。

林道橋梁長寿命化対策事業
　林道橋梁点検・機能診断　61橋
　林道橋梁補修　　　　　　 9橋

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

観光施設の維持管理をするとともに、安心・安
全・快適な観光施設を提供するため、老朽化した
施設の計画的な補修・修繕等を行い、観光客が
「また来たい」と思われる観光地づくりを進め
る。

下記の観光施設について、適正な維持管理、補修、修繕等を行う。
【施設名】
・塩浜海水浴場・立木キャンプ場
・隠岐モーモードーム・大久地区公衆トイレ・玉若酢公衆トイレ
・国分寺公衆トイレ・池田共同牛舎・西郷共同牛舎・スカイブリッジ
・ジオパーク中核拠点施設・かっぱ遊覧船桟橋

現状維持

　第一次産業に関わる大切な事業であると考えます。
　道路構造物維持管理事業と同様に、優先順位があると思いますが、町の経済循環のためコ
ストの平準化及び縮減を図りつつ、継続的な事業実施をお願いするとともに、今後林道事業
体が事業を行う際には確認作業が必要となります。

手法・内容の見直し

　老朽化した観光施設の改修、修繕の対応は勿論のことだと思いますが、管理に問題もある
と感じます。特に、トイレについての苦情を多く耳にします。清掃等はどのように行われて
いるのか、ボランティアで活動されていた方もいましたが、高齢のためできず残念と語って
いるのが現状です。
　利用者のニーズを考慮した管理運営を行い、「また来たい」と思われる観光地であるため
に、早めの計画・対応が必要と考えます。
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令和７年度　事務事業外部評価結果

事　　業　　名 松くい虫危険木処理事業 担　　当　　課
基　本　目　標 自然と共に生きるまち 農林水産課
基　本　施　策 2.島の美しい自然環境を保全します 農林振興係

① 該当項目なし
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

事　　業　　名 企画調整事務 担　　当　　課
基　本　目　標 共に創るまち 地域振興課
基　本　施　策 1.協働によるまちづくりを推進します 政策企画係

① NPO団体数（KPI） 6団体 4団体
②
③
④
⑤
⑥

　事　業　目　的 　事　業　概　要

　外　部　評　価
方　向　性 意　見・提　言

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

松くい虫被害による危険木は年々増加し、危険木
倒壊による各施設への被害や住民生活に大きな影
響を及ぼしている危険木を伐倒処理することによ
り、住民の安全確保に努める。

住民の安全を脅かす松くい虫による枯松などの危険木について、伐倒処理を
行う。民有林については受益者分担金（事業費の1/4）を徴収する。

指

　標

令

和

11

年

度

目

標

値

令
和
６
年
度
実
績
値

まちの将来像を町民と共有しながら、地方創生、
離島振興の推進及び持続可能なまちづくりを目指
す。またその取組については、町民、企業、団
体、行政等が互いの立場と役割を理解し、認め合
いながら行う、協働によるまちづくりを推進す
る。

総合振興計画の進行管理
　・事業実施計画（総合振興計画の具体的な取組・事業）の策定
　・審議会による外部評価
第2次総合振興計画・前期計画見直しと後期計画の策定
離島交流事業
　・離島野球、アイランダー
過疎・辺地計画の策定及び振興管理、大学・民間企業等との連携事業、SDGsの推進

現状維持

　本町の景観にかかわらず観光名所の大切な松、危険木となってしまった松、自然の力には
勝てませんがそれでも守るべき名所、町民の安全確保について考慮し、事業を進めてくださ
い。
　予算規模が見合っていないのであれば見直し、予算をきちんと付け事業を行っていくべき
と考えます。

現状維持

　まちの将来像を町民と共有・企画するために中心となる事業です。
　「隠岐びとチャンネル」を含め全体的に根本となる町民への周知が足りていません。従来
のホームページや広報誌中心の周知では効果が薄いと感じます。事業の現状と取組を上手く
町民に周知できる仕組みづくりが必要です。
　総合振興計画については、官民連携を基盤として政策を推進し、運営の質的向上に努めて
ください。
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